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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

期
限
が
９
月
ま
で
延
長
さ
れ

た
。
政
府
は
な
ぜ
、
そ
こ
ま

で
し
て
全
国
民
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
せ
た
い

の
か
。
同
カ
ー
ド
の
普
及
に

向
け
て
「
政
府
情
報
シ
ス
テ

ム
」
を
構
築
し
て
お
り
、
国

民
の
利
用
が
な
い
と
、
国
民

生
活
の
利
便
性
向
上
や
経
済

の
生
産
性
向
上
が
進
ま
な
い

と
い
う
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

安
易
に
見
せ
て
は
な
ら
な
い

番
号
だ
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を

保
険
証
に
す
れ
ば
、
カ
ー
ド

を
多
く
の
人
が
日
常
的
に
持

ち
歩
く
こ
と
に
な
り
、
紛
失

や
盗
難
に
よ
る
個
人
情
報
流

出
の
可
能
性
が
著
し
く
増
大

す
る
▼
同
制
度
に
反
対
す
る

人
た
ち
の
多
く
は
、
情
報
を

管
理
す
る
側
が
信
用
で
き
な

い
。
時
の
政
権
の
都
合
次
第

で
個
人
情
報
が
利
用
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
安

心
し
て
情
報
管
理
を
任
せ
ら

れ
る
と
い
う
基
本
的
な
信
頼

関
係
が
築
け
て
い
な
い
▼
間

違
い
な
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
取
り
込
ま
れ
る
個
人
情

報
は
拡
大
し
、
個
人
は
丸
裸

に
。
ネ
ッ
ト
社
会
故
、
個
人

情
報
守
秘
と
い
う
概
念
は

「
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
」

と
も
言
え
る
が
、
昨
今
の
不

正
、
隠
蔽
、
捏
造
の
数
々
を

見
て
い
る
と
、
と
て
も
こ
の

国
は
信
用
で
き
な
い
と
い
う

感
情
が
起
こ
っ
て
も
何
ら
不

思
議
は
な
い
。

橋本　透

（
龍
）
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５
月
27
日
、
第
11
回
代
議
員
総
会
を
開
催
、
全
道
各
地
よ

り
代
議
員
33
名
（
含
委
任
状
33
通
・
定
足
数
36
名
）
が
出
席

し
た
。
議
案
審
議
で
は
、
２
０
２
２
年
度
活
動
報
告
・
決
算

な
ら
び
に
２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、

総
会
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。
今
年
度
は
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
総
会
後
に
開
か
れ
た
臨
時
理

事
会
で
、
橋
本
透
氏
が
新
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

新
執
行
部
が
誕
生
し
た
。

て
社
会
保
障
の
削
減
、
保
険

料
の
上
乗
せ
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
来
年
に
は
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
ト
リ
プ
ル
改
定
が

迫
っ
て
い
る
な
ど
、
医
療
を

取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
代
議
員
の
先

生
に
は
本
会
の
今
後
の
活
動

等
に
つ
い
て
ご
審
議
を
お
願

い
し
た
い
。」
と
述
べ
た
。
と

述
べ
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
大
野

一
典
議
長
、
荻
野
英
二
副
議

長
に
よ
る
代
議
員
総
会
成
立

宣
言
が
行
わ
れ
た
。

　
野
川
哲
義
副
会
長
か
ら
本

会
の
１
年
間
の
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
昨
年
ご
逝
去
さ
れ

た
17
名
の
会
員
に
黙
祷
を
捧

げ
た
。
続
い
て
本
会
の
子
会

社
で
あ
る
「
保
険
医
サ
ポ
ー

ト
北
海
道
」
の
鈴
木
正
典
副

社
長
か
ら
、
業
績
報
告
が
述

べ
ら
れ
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
佐
藤
明

理
財
政
部
長
か
ら
収
支
決
算

報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
た（
３

〜
５
面
）。
監
査
報
告
は
安
井

隆
弘
監
事
が
行
い
「
予
算
の

執
行
や
保
有
、
職
務
執
行
な

ど
に
つ
い
て
適
正
と
認
め
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
次
に
加
藤
康
夫
会
長
よ
り

「
医
療
提
供
体
制
の
立
て
直

し
」「
医
療
機
関
不
在
の
医
療

Ｄ
Ｘ
阻
止
」「
歯
科
医
療
費
の

総
枠
拡
大
」「
医
薬
品
供
給
体

制
の
改
善
」「
患
者
負
担
増
の

軽
減
」
等
を
柱
と
し
た
医
療

費
抑
制
政
策
の
中
止
、
公
的

医
療
費
の
総
枠
拡
大
を
求
め

新
会
長
に
橋
本
透
氏

第11回代議員総会

　

　

決　議

記

2023年5月27日
一般社団法人北海道保険医会　第11回代議員総会

　3年以上に及ぶコロナ禍に加え、引き続く円安、相次ぐ物価高騰により国民の生
活、医療機関の経営は一層厳しさを増している。こうした中、政府は後期高齢者医療
の保険料引き上げ法を今通常国会で可決し、さらに介護保険についても利用者負
担増、給付削減等が計画されている。後期高齢者の医療負担2割化が実施されたば
かりにもかかわらず、政府による高齢者負担増計画は一向に止まることはない。
　一方、医療機関に対してもオンライン資格確認義務化など、マイナンバーカー
ドの普及・活用を目的とする拙速な医療DXが強行されている。セキュリティー対
策や経費負担等、医療現場の不安に応えることなく、適用除外や経過措置の対
象も極めて限定的で医療提供体制への深刻な影響が懸念される。また、「かかり
つけ医」の法整備も進められており、今後ゲートキーパ―として機能させることも
目論まれている。医師と患者の信頼関係を軽視し、医療アクセスの制限を主たる
目的とした導入には反対の声を上げて行かなければならない。
　政府は2023年度の医療・社会保障費の自然増について4,100億円に抑制する
方針を示している。医療費適正化の名のもと、OTC医薬品の保険外しや一部負担
金の定額負担導入なども提起されており、さらなる患者負担増政策の具体化が見
込まれる。社会保障制度が危機的状況に瀕している今こそ、患者・国民の健康を
守り、国民生活を手厚く支援していく政策への転換を強く訴えて行く必要がある。
　北海道保険医会は、国民・患者本位の政策実現を目指し、社会保障の充実と
安心・安全な社会を築くため、以下の通り決議する。

一、

一、
一、

一、

一、

一、
一、

新型コロナウイルス感染拡大等で生じた医療機関の減収分の補填や医療
介護従事者の処遇の改善が図られるように大幅な診療報酬・介護報酬の
引き上げを求める
75歳以上高齢者の2割負担などに代表される患者負担増政策の撤回を求める
マイナンバー制度の医療分野への適用拡大に反対し、小規模診療所など
の実情を踏まえた柔軟な医療DXの推進を求める
医薬品の安定供給がなされるよう極端な後発医薬品普及政策の見直しを
求める
公立・公的病院や民間病院・有床診療所にかかわらず、地域の実情に沿っ
た必要な病床数を確保し、住民本位の充実した医療・介護提供体制に資す
る「地域医療構想」の構築・推進を求める
混合診療全面解禁につながる選定療養制度の対象拡大に反対する
医師・歯科医師の裁量権を無視し、医療現場を混乱させる不当な審査、指
導・監査に反対する

主な目次　

就
任
の
ご
挨
拶

退
任
に
あ
た
り

時
論

歯
科
保
険
診
療
研
究

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
「
義
務
化
」

撤
回
に
む
け
た
署
名
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２
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３
年
度
活
動
方
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●
会
員
訪
問

●

面
９

●

面
１０

決
議
文
を
読
み
上
げ
る

伊
藤
政
策
部
長

る
２
０
２
３
年
度
の
活
動
方

針
が
提
案
さ
れ
た
。

　
引
き
続
き
、
川
西
総
務
部

長
か
ら
収
入
支
出
予
算
な
ど

が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

す
べ
て
可
決
さ
れ
た
（
関
連

６
〜
８
面
）。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

挙
で
は
、
会
長
候
補
に
橋
本

透
理
事
お
よ
び
副
会
長
候
補

４
名
を
代
議
員
の
総
意
で
理

事
会
に
推
薦
す
る
こ
と
と
し

た
。
橋
本
透
理
事
が
新
執
行

部
を
代
表
し
て
挨
拶
し「
本
会

は
３
２
０
０
名
以
上
の
多
く

の
会
員
を
擁
し
て
お
り
、
70

年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
医
科

歯
科
一
体
の
医
療
団
体
。
会

長
候
補
に
選
出
さ
れ
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
」と
述
べ
、「
医

療
を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積

し
て
お
り
、
医
業
経
営
の
継

続
で
さ
え
厳
し
い
状
態
で
あ

る
。
新
執
行
部
と
と
も
に
諸

問
題
に
立
ち
入
っ
て
い
き
た

い
」と
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
、
伊
藤
正
美
政
策

部
長
か
ら
総
会
の
決
議
文
の

提
案
が
あ
り
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

　
総
会
後
に
開
か
れ
た
臨
時

理
事
会
に
お
い
て
、新
会
長

を
橋
本
透
理
事
、副
会
長
を

伊
藤
寧
理
事
、立
花
啓
理
事
、

野
川
哲
義
理
事
、三
浦
豊
理

事
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。ま
た
こ
れ
ま
で
の
業
績

を
た
た
え
、名
誉
役
員
と
し
て

加
藤
康
夫
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　
（
総
会
決
議
文
は
後
日
、

報
道
機
関
や
医
療
関
係
団
体

へ
送
付
し
た
。）

活
動
報
告

次
年
度
に
向
け
て

新
役
員
選
出

▲挨拶する橋本新会長

　
は
じ
め
に
挨
拶
に
た
っ
た
、

加
藤
康
夫
会
長
は
「
こ
の
間

の
本
会
の
活
動
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

縮
小
・
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、
我
々
は
種
々
の
工

夫
を
凝
ら
し
活
動
を
進
め
て

き
た
。
ま
た
、
４
月
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
原
則

義
務
化
が
始
ま
り
、
保
険
証

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ

一
本
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
骨
太
方
針
の
骨
子
案
で

は
少
子
化
対
策
の
財
源
と
し
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オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
　
　 

「
義
務
化
」撤
回
を
求
む

　
厚
労
省
は
３
月
の
社
会

保
障
審
議
会
に
、
光
デ
ィ

ス
ク
等
で
レ
セ
プ
ト
請
求

す
る
医
療
機
関
に
対
し
て

原
則
２
０
２
４
年
９
月
末

ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

移
行
を
求
め
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
案
を
示
し
た
。

　
移
行
期
限
を
24
年
秋
の

健
康
保
険
証
廃
止
等
に
合

わ
せ
る
と
す
る
一
方
、
光

デ
ィ
ス
ク
等
で
請
求
す
る

医
療
機
関
の
現
場
の
困
難

な
事
情
は
斟
酌
し
な
い
よ

う
で
あ
る
。
医
療
機
関
に

は
、
短
期
間
に
オ
ン
資
確

認
整
備
、
健
康
保
険
証
廃

止
に
続
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
実
施
と
幾
重
に
も
負
担

が
課
せ
ら
れ
る
形
と
な
る
。

ン
ラ
イ
ン
請
求
移
行
を
進

め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
届
出
な
ど
余

計
な
負
担
を
課
し
た
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
移
行
を

促
す
働
き
か
け
は
、診
療
継

続
の
支
障
に
な
る
だ
け
で

な
く
、閉
院
・
廃
院
を
後
押

し
し
本
末
転
倒
と
い
え
る
。

　
オ
ン
資
確
認
整
備
の
義

務
化
、
健
康
保
険
証
廃
止

に
続
き
、
医
療
機
関
を
更

に
窮
地
に
追
い
込
む
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
を
唐

突
に
示
す
医
療
政
策
に
対

し
て
、
国
民
へ
の
医
療
提

供
を
守
る
上
で
抗
議
の
意

志
を
示
し
た
い
。
撤
回
を

求
め
る
要
請
書
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
。

　
現
在
、
光
デ
ィ
ス
ク
等

請
求
の
医
療
機
関
は
、
約

５
・
９
万
施
設
と
全
体
の

27
％
に
相
当
し
、
医
科
約

１・２
万
施
設（
20
％
）、歯
科

約
３
・５
万
施
設（
60
％
）を

占
め
る
。
厚
労
省
は
、
光

デ
ィ
ス
ク
等
請
求
の
医
療

機
関
を
対
象
に
実
施
し
た

調
査
結
果
を
基
に
移
行
計

画
を
示
し
た
と
い
う
が
、そ

の
具
体
的
な
背
景
・
事
情
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な

い
。と
り
わ
け
小
規
模
施
設

が
多
い
歯
科
に
甚
大
な
影

響
が
及
び
、無
歯
科
医
師
地

域
の
増
加
が
現
実
味
を
帯

び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、紙
レ
セ
プ
ト
請
求
者

は
、医
科
で
約
２
３
０
０
施

設
、歯
科
で
約
５
２
０
０
施

設
と
全
体
の
３
・４
％
に
と

ど
ま
る
が
、地
域
で
長
年
貢

献
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
医

師
・
歯
科
医
師
が
大
半
を
占

め
、こ
れ
を
機
に
閉
院
・
廃

院
と
も
な
れ
ば
地
域
医
療

の
崩
壊
を
招
き
か
ね
な
い
。

　
こ
の
10
年
間
で
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
へ
の
移
行
速
度

は
高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、

直
近
１
年
半
で
光
デ
ィ
ス

ク
請
求
者
の
減
少
は
、医
科

で
４
０
０
０
件
、歯
科
で
６

５
０
０
件
で
あ
る
。厚
労
省

は
、
オ
ン
資
確
認
整
備
と

同
様
、診
療
報
酬
支
払
に
直

結
す
る
「
請
求
省
令
」
を

改
定
し
て
、「
24
年
10
月
以

降
、光
デ
ィ
ス
ク
請
求
に
は

診
療
報
酬
は
支
払
わ
な
い
」

等
の  

脅
し  

を
か
け
て
オ

年
10
月
に
は
保
険
証
を
廃
止

し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ

の
一
本
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
同
時
期
ま
で
に
、

光
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
保
険
請

求
を
行
う
医
療
機
関
に
対
し

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
求
め
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
示
さ
れ
、

特
に
小
規
模
の
医
療
機
関
に

と
っ
て
時
間
的
・
経
済
的
そ

し
て
精
神
的
負
担
が
増
え
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
来
年
４
月
は
、
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
報
酬
が
同
時
に
改
定

さ
れ
る
「
ト
リ
プ
ル
改
定
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
小
泉
内
閣

か
ら
続
く
診
療
報
酬
削
減
政

策
、
さ
ら
に
３
年
に
及
ん
だ

コ
ロ
ナ
禍
や
光
熱
費
や
物
価

の
高
騰
が
追
い
討
ち
を
か
け
、

多
く
の
医
療
機
関
の
経
営
状

会
長
退
任
後
も
名
誉
会
長
と

し
て
、
会
を
支
え
て
頂
く
こ

と
に
な
り
合
わ
せ
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
私
と
本
会
と
の
関
わ
り
は

２
０
０
３
年
石
狩
支
部
の
設

立
以
来
で
、
今
年
で
お
よ
そ

20
年
に
な
り
ま
す
。
加
藤
会

長
と
は
高
校
・
大
学
の
同
窓

と
い
う
ご
縁
も
あ
り
、
札
幌

支
部
以
外
・
保
団
連
理
事
在

任
中
そ
し
て
勤
務
医
と
い
う

異
例
な
立
場
で
は
あ
り
ま
す

が
、
70
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
本
会
の
重
責
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
国
は
、
強
引
と
も
言

え
る
手
法
で
医
療
Ｄ
Ｘ
に
邁

進
し
て
い
ま
す
。
今
年
１
月

の
電
子
処
方
箋
の
運
用
開
始
、

４
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
整
備
義
務
化
に
続
き
、
来

況
は
悪
化
し
て
お
り
存
続
の

危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
い

ま
こ
そ
財
政
再
建
派
が
固
執

す
る
「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
黒
字
化
」
か
ら
の
脱
却

を
図
り
、
積
極
的
な
財
政
政

策
と
経
済
成
長
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
大
幅
な

診
療
報
酬
の
増
加
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
本
会
は
医
科
歯
科
一
体
で

活
動
し
て
お
り
、「
保
健
医
療

の
制
度
の
改
善
」
と
「
保
険

医
の
生
活
安
定
の
実
現
」
を

目
指
し
ま
す
。
今
後
と
も
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
と
の
連

携
を
継
続
し
、
道
内
１
７
９

の
市
町
村
や
道
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
安
心
し
て
生
活
し

医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を

目
指
し
ま
す
。

　
第
５
回
代
議
員
総
会
（
２

０
１
７
年
５
月
27
日
）
に
お

い
て
第
15
代
会
長
を
仰
せ
つ

か
り
、
以
来
３
期
６
年
間
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
度
退
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

理
事
役
員
、
職
員
の
皆
さ
ん

に
は
献
身
的
に
支
え
て
い
た

だ
き
、
ま
た
会
員
諸
先
生
に

は
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
、
ご

指
導
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
後
半
の
３
年
間
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
各
種
活
動
は
縮

小
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
は
オ
ン
ラ
イ

ン
と
な
り
、
当
初
は
手
探
り

状
態
で
し
た
。
し
か
し
役
員

は
会
員
の
た
め
、活
動
に
種
々

の
工
夫
を
加
え
て
実
施
し
、

か
え
っ
て
以
前
よ
り
活
発
に

な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
更
な
る
進
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
18
年
９
月
６
日
に
は
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生

し
、
全
道
が
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
各

地
で
医
療
施
設
が
損
壊
し
、

医
療
は
停
止
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
が
、
保
団
連
住
江
会

長
が
直
ち
に
駆
け
付
け
て
下

さ
り
、
ま
た
全
国
か
ら
多
く

の
激
励
、
支
援
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
会
員

に
は
本
会
か
ら
義
援
を
お
届

し
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
共
済
制
度
を
強
化

す
べ
く
、20
年
６
月
に
は
「
合

同
会
社
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北

海
道
」
を
設
立
し
会
員
の
医

業
安
定
を
計
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
ト
リ
プ
ル
改
定
が

控
え
、
ま
た
オ
ン
資
確
認
、

自
己
負
担
増
な
ど
の
難
し
い

課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

新
体
制
の
も
と
目
的
達
成
の

た
め
に
一
層
活
発
な
事
業
を

推
し
進
め
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
北
海
道
保
険
医

会
会
長
を
拝
命
す
る
に
あ
た

り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。
　
先
ず
、
３
期
６
年
に
わ
た

り
本
会
の
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
、
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ

た
加
藤
康
夫
会
長
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

会長就任のご挨拶

退
任
に
あ
た
り

橋本　透

加
藤
　
康
夫

略歴

　1984年に札幌医科大学卒業。97年より、いし
かり脳神経外科クリニック院長を務める。
　本会では、03年より石狩支部長となる。その後
07年に理事、17年から副会長を務める。今回の
第11回代議員総会に於いて第16代会長に就任。

　

会 　 長

副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

理 　 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　 
　 〃 　                                                   

橋本　　透(医)

伊藤　　寧(医)
立花　　啓(医)
野川　哲義(歯)
三浦　　豊(歯)

芦田　眞治(歯)
石塚　祐司(歯)
伊藤　正美(医)
今上　岳彦(歯)
遠藤　陶子(医)
大岩　大祐(歯)
大友　康資(歯)
小野木宏仲(歯)
加藤　康夫(医)
金澤　卓也(医)
菅野　　保(歯)
北村　三穂(医)
小堀　善則(歯)
近　祐次郎(医)
佐久間　哲(医)

理 　 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　 
　 〃 　
　 〃 　     
　 〃 　 

監 事
　 〃 　
　 〃 　                                                       

佐々木　豊(医)
佐藤　明理(歯)
佐野　宏行(医)
清水　　学(歯)
鈴木　　郷(医)
田辺　　隆(歯)
堤田　良二(歯)
戸倉　　聡(歯)
長野　省五(医)
西　　貞利(歯)
長谷川誠一(歯)
林　　明宏(歯)
伴　　宰子(歯)
日﨑　恵一(医)
菱川　法之(医)
宮崎　有広(医)
村上　俊也(医)

重枝　　朗(歯)
下出　道弘(医)
安井　隆弘(医)

札幌ブロック
札 幌 支 部
有賀　昭俊(医)
石田　哲彦(歯)
伊部　國夫(医)
今上　岳彦(歯)
遠藤　高弘(歯)
大野　一典(医)
荻野　英二(歯)
加藤　康夫(医)
川中　政治(歯)
川西　譲児(医)
齋藤　俊之(歯)
佐久間　哲(医)
佐々木　豊(医)
澤崎　孝司(医)
下出　道弘(医)
立花　　啓(医)
辻　　　哲(医)
百海　　均(歯)
遠山三四夏(医)

内藤　貴文(医)
直江　　勉(歯)
長野　省五(医)
永山　和典(歯)
西　　貞利(歯)
信岡　　純(医)
長谷川裕久(歯)
林　　明宏(歯)
菱川　法之(医)
松尾　　巧(医)
松村　芳明(歯)
山口美奈子(歯)
渡部　哲哉(歯)

道南ブロック
千 歳 支 部
木田　雅也(医)

恵 庭 支 部
福原　育夫(医)

北 広 島 支 部
清野　　仁(医)

小樽・後志支部
橿棒　伸二(歯)
北川　明彦(医)
末永　　通(医)

函館地区支部
釡田　　徹(歯)
久我　　貴(医)
渋谷　好孝(医)
藤川　光博(歯)
北條　弘之(歯)
吉田紳一郎(医)
　
石 狩 支 部
竹花　　一(歯)

石狩地区(歯)
清水　嘉彦(歯)

岩内古宇郡地区 
西崎　公一(歯)

道北ブロック
岩 見 沢 支 部
石塚　竜哉(医)

留 萌 支 部
藤田　宏之(医)

上川北部支部
長尾　　恒(医)

旭川地区支部
大木　康生(医)
西村　英夫(医)
加我　英史(歯)
信田　有一(歯)

富良野地区支部
渋江　　久(医)

上川地区(歯)
山本亜矢子(歯)

空知南部地区  
倉　　敏郎(医)

道東ブロック
苫 小 牧 支 部
宮崎　有広(医)

日 高 支 部
山口　一史(歯)

帯広・十勝支部
大和田三郎(歯)
佐々木嘉晃(歯)
佐藤　　敏(医)
福井　　洋(医)

釧根地区支部
植原　元晴(医)

牛木　克政(医)
佐藤　義廣(歯)

オホーツク支部
川村　晃弘(歯)
木村　輝雄(医)
堀江　　仁(歯)

胆振地区(歯)
牛丸　智恵(歯)

役　員 代　議　員

一
般
社
団
法
人
北
海
道
保
険
医
会

役
員
・
代
議
員
名
簿

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
一
般
社
団
法
人
北
海
道
医
師
会
、
一
般
社
団
法

人
北
海
道
歯
科
医
師
会
、
一
般
社
団
法
人
札
幌
市

医
師
会
、
一
般
社
団
法
人
札
幌
歯
科
医
師
会
、
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
ほ
か
全
国
38
都
府
県
保
険

医
協
会
（
敬
称
略
）

（50音順）



割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
経
過
的
に
配
慮
措
置
が
設

け
ら
れ
た
も
の
の
３
年
間
の
時
限
措
置
で
あ
り
、
以
後
は
政
府

の
判
断
で
所
得
水
準
の
引
き
下
げ
な
ど
が
行
わ
れ
れ
ば
、
対
象

が
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
る
懸
念
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診

抑
制
に
加
え
、
医
療
費
負
担
増
に
よ
る
受
診
機
会
の
減
少
で
、

病
状
悪
化
も
懸
念
さ
れ
る
。
負
担
増
が
も
た
ら
す
国
民
へ
の
影

響
も
、
今
後
は
注
意
深
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
政
府
が
進
め
る
社
会
保
障
の
抑
制
、
医
療
・
介

護
の
改
悪
路
線
は
一
向
に
止
ま
ら
な
い
。
本
会
は
地
域
医
療
の

第
一
線
を
担
う
立
場
か
ら
、
会
員
の
協
力
の
も
と
医
療
改
善
に

向
け
た
諸
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
引
き
続
き
、

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
向
け
国
民
的
運
動
へ
と
発
展
さ
せ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
会
の
調
査
、
会
員
へ
の
情
報
提

　
　
　
供
等
の
取
り
組
み

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
本
会
で
は
発

生
当
初
よ
り
行
政
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
財
政
支
援
を
求
め
て

き
た
。
国
の
施
策
は
も
と
よ
り
地
域
に
沿
っ
た
自
治
体
独
自
の

取
り
組
み
も
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
２
０
２
３

年
１
月
、
道
議
会
議
員
を
対
象
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
国
か
ら
は
「
病
床
確
保
、
特
例
の
診
療
報
酬
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
等
の
関
連
支
出
削
減
の
方
針
」
が
示
さ
れ

た
が
、
現
行
の
措
置
を
「
続
け
る
べ
き
」
と
の
回
答
が
約
７
割

あ
り
、
医
療
費
負
担
に
つ
い
て
は
６
割
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
負
担
に
つ
い
て
も
約
９
割
で
継
続
が
必
要
と
す
る
回
答
が
寄

せ
ら
れ
た
。
多
く
の
道
議
会
議
員
か
ら
、
医
療
現
場
の
困
難
な

状
況
や
患
者
の
経
済
的
負
担
、
感
染
予
防
体
制
の
維
持
に
理
解

が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
も
と

に
自
治
体
独
自
の
支
援
事
業
の
創
設
、
拡
充
を
求
め
関
係
機
関

に
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
同
月
に
「
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
」
を
テ
ー
マ
に
北
海
道

新
聞
社
と
懇
談
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
患
者
の
治
療
現
場
の
実
状

や
問
題
点
を
提
起
し
意
見
交
換
を
行
い
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の

理
解
を
広
げ
た
。
さ
ら
に
２
月
に
は
長
崎
大
学
の
森
内
浩
幸
教

授
を
講
師
に
「
コ
ロ
ナ
時
代
の
ワ
ク
チ
ン
」
の
テ
ー
マ
で
講
演

を
行
い
会
員
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
た
。

　
診
療
報
酬
関
連
で
は
算
定
点
数
、
要
件
が
変
更
、
複
雑
化
す

る
診
療
報
酬
点
数
の
特
例
的
取
り
扱
い
に
つ
き
、
機
関
紙
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
解
説
を
行
う
と
と
も
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
の
日
常
的
な
質
問
・
相
談
に
対
応
し
た
。

医
療
を
と
り
ま
く
情
勢

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
）
の
拡

大
は
、
発
生
か
ら
３
年
を
経
過
し
た
今
な
お
完
全
な
終
息
は
見

通
せ
て
い
な
い
。
昨
年
後
半
に
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第

７
波
、
第
８
波
の
感
染
拡
大
が
発
生
し
、
道
内
の
１
日
感
染
者

数
は
１
万
人
を
超
え
、
累
計
死
者
数
も
４
，
０
０
０
人
を
超
え

る
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
。
発
熱
外
来
で
は
集
中
す
る
患
者
の
対

応
に
追
わ
れ
、
入
院
で
は
病
床
の
利
用
率
が
一
時
急
増
し
、
入

院
調
整
に
困
難
を
来
す
事
例
も
多
数
見
ら
れ
た
。
一
方
、
各
医

療
機
関
に
お
い
て
も
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
や
ス
タ
ッ
フ
の
感
染
等

に
よ
る
人
員
不
足
が
発
生
す
る
な
ど
、
正
に
医
療
逼
迫
に
追
い

込
ま
れ
な
が
ら
も
、
何
と
か
診
療
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
国
を
中
心

と
し
た
行
政
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
確
保
の
た
め
の
手
厚
い
支

援
策
が
求
め
ら
れ
る
。
次
の
波
の
到
来
も
見
据
え
、
早
期
の
対

応
が
望
ま
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
政
府
は
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
の
移
行
と
称
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
後
退
へ
と
政
策
転
換
す
る
方
針
を
示
し
て
い

る
。財
政
制
度
等
審
議
会
が
昨
年
11
月
に
発
表
し
た
建
議
で
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
投
じ
た
予
算
が
約
17
兆
円
だ
っ
た
と
し
、
予
算

決
定
が
適
正
で
あ
っ
た
の
か
検
証
が
必
要
と
の
考
え
を
示
し

た
。
今
後
の
対
応
と
し
て
、
病
床
確
保
料
の
見
直
し
、
診
療
報

酬
の
特
例
の
廃
止
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
費
用
負
担
見
直
し

な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
。
今
な
お
奮
闘
し
て
い
る
医
療
現
場
の

実
状
を
無
視
し
、
財
政
的
な
理
由
を
優
先
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
か

ら
撤
退
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
命
・
健
康
を
軽
視
す
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
医
療
提
供
体
制
の
維
持
、
整
備
が
コ
ロ
ナ
収

束
の
最
優
先
課
題
と
の
認
識
を
深
め
、
国
・
自
治
体
に
よ
る
十

分
な
財
政
措
置
・
支
援
対
策
が
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
会
は
コ
ロ
ナ
対
策
等
を
中
心

に
各
種
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
医
療
機
関
の
医
業
経

営
の
実
態
や
意
見
等
を
集
約
し
関
係
機
関
へ
支
援
要
請
を
行
う

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
情
報
発
信
し
、
会
員
の

診
療
体
制
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
た
。
今
後
も
早
期
の
終
息
に
向

け
、
関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
積
極
的
に
活
動
を
続
け
て
い

く
。
　
昨
年
10
月
よ
り
一
定
所
得
以
上
の
高
齢
者
の
窓
口
負
担
が
１
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（
二
）
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
に
対
す
る
取
り
組
み

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務
化
に
つ
い
て
は
、「
骨
太
の
方

針
２
０
２
２
」
に
医
療
Ｄ
Ｘ
の
一
環
と
し
て
２
０
２
３
年
４
月
実

施
が
盛
り
込
ま
れ
る
と
、
８
月
の
中
医
協
総
会
で
は
具
体
化
が
答

申
さ
れ
、
９
月
に
は
療
養
担
当
規
則
の
改
正
告
示
と
、
十
分
な
議

論
が
尽
く
さ
れ
な
い
ま
ま
瞬
く
間
に
強
行
決
定
さ
れ
た
。
本
会
で

は
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、
２
０
２
２
年
９
月
に
保
団
連
が
実
施

し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
協
力
し
、さ
ら
に
療
養
担
当
規
則
の
改
正
告
示
後
の
10
月
に
は
、

本
会
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
保
団
連
の
調
査
か
ら

は
当
時
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
を
検
討
し
て
い
な
い
」
医

療
機
関
が
３
割
に
も
上
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
本
会
で
の
調

査
で
は
６
割
以
上
が「
23
年
４
月
に
間
に
合
わ
な
い
」と
回
答
。「
１

年
以
上
の
経
過
措
置
が
必
要
」
と
の
回
答
は
約
８
割
に
も
達
し
、

政
府
の
思
惑
と
実
態
の
乖
離
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査

を
も
と
に
、
11
月
に
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
『
義
務
化
』

の
撤
回
と
当
面
の
経
過
措
置
に
関
す
る
要
望
」を
加
藤
厚
労
大
臣
、

中
医
協
委
員
に
提
出
し
た
。
要
望
書
で
は
原
則
撤
回
を
求
め
る
と

と
も
に
、
当
面
は
小
規
模
施
設
の
適
用
除
外
、
シ
ス
テ
ム
導
入
補

助
金
の
延
長
、
拡
充
を
求
め
た
。
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
経
過
措

置
も
、
対
象
は
極
め
て
限
定
的
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
の
費
用
負
担
な
ど
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
を
機
に
廃
業
を
選
択
す
る
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
て
お

り
、
地
域
医
療
の
体
制
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

医
療
現
場
を
疲
弊
さ
せ
る
医
療
Ｄ
Ｘ
は
そ
の
目
的
を
失
っ
て
い
る

と
い
え
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
医
療
Ｄ
Ｘ
進
展
の
指
標
と
な
る
、
電
子
カ
ル
テ

の
導
入
・
活
用
に
つ
い
て
２
０
２
２
年
11
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
。
紙
カ
ル
テ
の
利
用
が
未
だ
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
そ

の
う
ち
約
７
割
が
電
子
カ
ル
テ
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
費
用
負
担
や
操
作
へ
の
不
安
な
ど
が
要
因
と
の

回
答
が
多
数
で
あ
っ
た
。
特
に
普
及
率
が
低
い
歯
科
も
含
め
て
、

今
後
も
過
度
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
強
要
が
行
わ
れ
れ
ば
、
医
療
提
供
体

制
の
崩
壊
を
招
く
可
能
性
を
示
唆
す
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　
２
０
２
３
年
１
月
に
は
「
電
子
処
方
箋
開
始
！ 

業
務
は
ど
う

変
わ
る
？
」
の
テ
ー
マ
で
日
本
医
療
総
合
研
究
所
の
寺
尾
正
之
氏

の
講
演
を
開
催
し
た
。
電
子
処
方
箋
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
か
ら
医

療
Ｄ
Ｘ
の
展
望
ま
で
幅
広
く
解
説
が
行
わ
れ
、
問
題
点
や
今
後
の

対
策
等
の
理
解
を
深
め
た
。

（
三
）
患
者
負
担
増
の
歯
止
め
と
次
世
代
の
健
康
増
進
に
向
け

　
　
　
た
運
動
の
推
進

　
２
０
２
２
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
75
歳
以
上
の
２
割
負
担
化

に
よ
り
、
高
齢
者
の
約
３
７
０
万
人
の
窓
口
負
担
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
引

き
上
げ
、
折
か
ら
の
物
価
高
騰
も
重
な
り
、
高
齢
者
の
生
活

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
介

護
保
険
の
利
用
者
負
担
２
割
化
、
老
健
施
設
な
ど
の
多
床
室

の
室
料
有
料
化
な
ど
、
さ
ら
な
る
負
担
増
計
画
を
目
論
ん
で

い
る
。
こ
れ
に
対
し
保
団
連
は
、
２
０
２
３
年
２
月
か
ら
「
負

担
増
ス
ト
ッ
プ
！ 

国
民
の
医
療
と
介
護
を
守
る
緊
急
請
願
署

名
」
活
動
を
始
め
て
お
り
本
会
も
協
力
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

医
療
・
介
護
の
患
者
・
利
用
者
負
担
の
大
幅
軽
減
、
後
期
高

齢
者
の
医
療
負
担
を
１
割
に
戻
す
こ
と
な
ど
を
請
願
す
る
も

の
で
、
今
通
常
国
会
で
の
提
出
を
目
指
し
積
極
的
に
活
動
を

進
め
た
い
。

　
歯
科
で
も
保
団
連
が
推
進
す
る
「
歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
３
」
に
協
力
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
２
０
２
３
年
１
月
か
ら
運
動
の
柱
と
な
る
「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に
医

科
会
員
も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
歯
科
医
療
の
負
担
割

合
の
引
き
下
げ
、
保
険
適
用
範
囲
の
拡
大
、
歯
科
医
療
費
の

総
枠
拡
大
等
を
求
め
る
も
の
で
、
署
名
活
動
に
加
え
国
会
対

策
等
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
道
民
に
向
け
た
運
動
対
策
と
し
て
２
０
２
２
年
９
月

に
札
幌
市
の
大
通
公
園
で
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
い
、「
政
府
が

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
患
者
負
担
増
計
画
」
の
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
し
、
道
民
に
改
悪
案
の
内
容
と
問
題
点
を
直
接
訴
え

理
解
を
求
め
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
に
よ
る
生
活
不
安
が
増
す
中
、
国
民

の
経
済
負
担
を
さ
ら
に
増
や
す
政
策
は
阻
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
必
要
な
医
療
が
費
用
の
心
配
な
く
受
け
ら
れ
る
制

度
の
維
持
、
確
立
を
目
指
し
、
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

（
四
）
医
業
経
営
と
保
険
医
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み

　
医
業
経
営
と
保
険
医
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
事
業
と
し
て
下
記

の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
ウ
ェ
ブ
で
開
催
し
た
。

　
組
織
部
で
は
恒
例
の
「
開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」

を
５
回
開
催
し
た
。
２
０
２
３
年
１
月
に
開
催
し
た
「
開
業
医

の
た
め
の
公
開
法
律
相
談
会
」
で
は
、
歯
科
医
師
で
弁
護
士
の

小
畑
真
氏
を
講
師
に
、
会
員
の
事
前
質
問
に
応
え
る
ス
タ
イ
ル

で
開
催
し
、
会
員
の
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し
た
。
３

月
に
は
従
業
員
の
労
務
管
理
対
策
を
目
的
に
特
定
社
会
保
険
労

務
士
の
原
田
三
恵
氏
を
招
き
「
労
務
・
雇
用
管
理
の
基
本
を
学

ぼ
う
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
、
医
療
機
関
に
お
け
る
労
務
管
理

２
０
２
２
年
度
活
動
報
告

の
留
意
点
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
同
月
に
、「
医
療
機
関
の
税

務
に
つ
い
て
基
本
を
学
ぼ
う
」
の
テ
ー
マ
で
、
税
理
士
の
吉
岡

健
司
氏
を
招
き
、
医
業
所
得
等
に
関
す
る
税
務
の
基
礎
知
識
を

学
ん
だ
。

　
ま
た
共
済
部
は
３
月
に
、年
金
の
運
用・活
用
に
つ
い
て
「
こ

れ
か
ら
の
老
後
資
金
づ
く
り
と 

年
金
受
取
り
を
考
え
る
」
の

テ
ー
マ
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
須
藤
臣
氏
を
招

き
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
を
開
催
し
た
。

　
い
ず
れ
の
講
演
会
も
全
道
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
が
得
ら

れ
、
今
後
も
ウ
ェ
ブ
開
催
の
利
便
性
を
生
か
し
引
き
続
き
企
画

を
工
夫
し
開
催
し
て
い
き
た
い
。

（
五
）
組
織
拡
大
と
財
政
・
共
済
活
動

　
２
０
２
２
年
度
の
会
員
動
向
は
、医
科
で
は
40
名
が
入
会
し
、

会
員
の
高
齢
化
等
に
伴
い
78
名
が
退
会
と
な
り
実
質
38
名
の

会
員
減
と
な
っ
た
。
歯
科
で
は
入
会
者
数
61
名
、
退
会
32
名

で
実
質
29
名
の
増
加
と
な
り
、
医
科
歯
科
全
体
の
総
会
員
数

で
は
３
，
２
３
３
名
と
な
り
、
９
名
の
減
少
と
な
っ
た
。

　
歯
科
で
は
診
療
報
酬
改
定
に
伴
う
入
会
対
策
が
成
果
を
上

げ
、
会
員
実
増
数
で
全
国
３
位
と
な
り
保
団
連
代
議
員
会
で
表

彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。今
後
も
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
、

会
員
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
組
織
運
営
に
努
め
た
い
。

　
ま
た
、
財
政
面
で
は
、
法
人
資
産
の
保
全
、
管
理
体
制
の

整
備
に
努
め
た
。
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
リ

モ
ー
ト
事
業
の
充
実
化
を
目
指
し
機
器
・
備
品
の
購
入
等
、

必
要
な
体
制
整
備
に
努
め
た
。
一
方
、
財
政
支
出
の
効
率
化
、

事
務
経
費
の
見
直
し
等
も
徹
底
し
、
２
０
２
２
年
度
も
単
年
度

収
支
で
黒
字
決
算
を
達
成
で
き
た
。
安
定
し
た
活
動
推
進
の

た
め
財
政
基
盤
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
よ
う
、
継
続
し
て
効

率
的
な
予
算
の
執
行
に
努
め
た
い
。

　
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
休
業
保
障
共
済
保
険
、
保
険
医

年
金
、
団
体
定
期
保
険
の
三
大
共
済
制
度
の
安
定
し
た
運
営

に
努
め
た
。

　
ま
た
、
本
会
の
出
資
会
社
で
あ
る
「
合
同
会
社
保
険
医
保

険
医
年
金
、
団
体
定
期
保
険
の
三
大
共
済
制
度
の
安
定
し
た

運
営
に
努
め
た
。
サ
ポ
ー
ト
北
海
道
」
は
損
保
代
理
店
業
務
、

業
務
家
電
の
斡
旋
、
車
の
買
取
仲
介
等
の
事
業
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
提
携
企
業
を
広
げ
、
会
員
の
日
常
診
療

の
支
援
の
一
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、
各
部
の
諸
活
動
は
次
頁
以
降
に
掲
載
の
通
り
で
あ

る
。

※

各
部
の
活
動
報
告
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。



款 項

収　入　合　計

目 款 項 目
2022 年度決算額 2022 年度

予算額
予算対比
増　減 執行率

【　2022 年度収入支出決算書　】
2022 年 4月 1日～ 2023 年 3月 31日

単位：円収入の部
科　　目

1. 会費

2. 協力費

3. 共済運営費

4. 雑収入

5. 前年度繰越金

1. 会費

1. 寄付金

1. 保険医年金

1. 雑収入

1. 前年度繰越金
1. 前年度繰越金

2. 団体定期保険

3. 休業保障制度

4. 融資制度

5. 職団保険制度

1. 保険医年金

1. 団体定期保険

1. 休業保障制度

1. 融資制度

1. 職団保険制度

1. テキスト料
2. 預金利息
3. 雑入

2. 広告料
1. 寄付金

1. 広告料

1. 会費
2. 過年度収入

135,910,500

140,000

24,191,158

3,155,844

848,724,727

1,012,122,229 1,012,122,229 1,012,122,229 998,110,000

848,724,727
848,724,727

3,155,844
2,711,000

100,000 40,000

135,910,500

0

14,301,613

6,637,179

2,843,950

0

408,416
408,416

0

2,843,950

6,637,179

14,301,613

140,000
140,000

0

135,626,500
284,000 500,000 -216,000

130,500,000 5,126,500

131,000,000 4,910,500 103.7％
131,000,000 4,910,500 103.7％

103.9％
56.8％
140.0％

50,000 -50,000 0.0％
50,000 -50,000 0.0％
50,000 90,000 280.0％

0 0 0.0％
0 0 0.0％

300,000 108,416 136.1％
300,000 108,416 136.1％
1,260,000 1,895,844 250.5％
1,260,000 1,895,844 250.5％
860,000 1,851,000 315.2％

12,577 10,000 2,577 125.8％
432,267 390,000 42,267 110.8％

848,720,000 4,727 100.0％
848,720,000 4,727 100.0％
848,720,000 4,727 100.0％

14,012,229 101.4％

50,000 90,000 280.0％
17,030,000 7,161,158 142.1％
11,000,000 3,301,613 130.0％
11,000,000 3,301,613 130.0％
3,500,000 3,137,179 189.6％
3,500,000 3,137,179 189.6％
2,200,000 643,950 129.3％
2,200,000 643,950 129.3％

款 項 目 款 項 目
2022 年度決算額 2022 年度

予算額
予算対比
増　減 執行率

単位：円支出の部
科　　目

1. 会議費

2. 事業費

1. 会議費

1. 政策部

3. 広報部

6. 諸経費

2. 審査対策部

4. 発送費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 出版印刷費
3. 発送費
4. 研修会費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 新聞印刷費
3. 発送費
4. 取材費
5. 情報通信費

1. 会議費
2. 時局対策費
3. 印刷費

1. 総会費
2. 理事会費
3. 委員会費
4. 支部長会議費

3,800,812

67,918,845

308,000

8,695,030
1,083,500

531,000 -451,500

3,800,812

7,223,029

11,990
0

828,128
418,746

301,000
5,663,165

37,606

14,349
0

2,003,781
946,000
990,826
15,000

1,080,542
1,948,572
79,500
692,198

5,112,000 -3,163,428
4,014,000 -2,933,458

10,935,000 -7,134,188 34.8％
10,935,000 -7,134,188 34.8％

26.9％
38.1％
15.0％

1,278,000 -585,802 54.2％
98,018,000 -30,099,155 69.3％
4,000,000 -1,996,219 50.1％

6,762,000 -1,098,835 83.7％
887,000 -58,872 93.4％
1,420,000 -1,001,254 29.5％
160,000 -148,010 7.5％
112,000 -112,000 0.0％

10,000,000 -1,304,970 87.0％
1,626,000 -542,500 66.6％

5,732,122 5,938,000 -205,878 96.5％
1,327,744

0
243,664

1,320,000 -7,744 100.6％
170,000 -170,000 0.0％
260,000 -16,336 93.7％
686,000 -378,000 44.9％

4. 文化厚生部
1. 会議費
2. 文化活動費
3. 研修会費
4. 調査研究費
5. 諸経費

3,071,157 3,206,000 -134,843 95.8％

1,509,893 2,269,000 -759,107 66.5％
28,000 94,000 -66,000 29.8％

775,575
0

757,689

582,000 -193,575 133.3％
5,000 -5,000 0.0％

256,000 501,689 296.0％

1,488,000 -542,000 63.6％
1,662,000 -671,174 59.6％
527,000 -512,000 2.8％
220,000 -205,651 6.5％
58,000 -58,000 0.0％
45,000 -7,394 83.6％

10,001,000 -2,777,971 72.2％
660,000 -359,000 45.6％
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6. 総務部
1. 会議費
2. 弔慰費
3. 厚生費
4. 渉外費
5. 運営費

1,483,279 3,495,000 -2,011,721 42.4％

402,150 978,000 -575,850 41.1％
588,500 870,000 -281,500 67.6％

61,079
0

431,550

387,000 -325,921 15.8％
100,000 -100,000 0.0％
1,160,000 -728,450 37.2％

5. 組織部

6. 諸経費

1. 会議費
2. 組織拡大費
3. 女性部会活動費
4. 出版印刷費
5. 発送費

0

775,993
86,000

3,233,000 -2,457,007 24.0％
324,000 -238,000 26.5％

491,182 2,045,000 -1,553,818 24.0％
198,811

0
0

478,000 -279,189 41.6％
198,000 -198,000 0.0％
184,000 -184,000 0.0％
4,000 -4,000 0.0％



科　目
資産の部

資産合計

Ⅰ 流動資産
現 金

敷 金

Ⅱ 固定資産
特 別 預 金
什 器 備 品

当 座 預 金
普 通 預 金
郵 便 貯 金
立 替 金

914,867,940 負債資本合計 914,867,940

負債合計 60,004,378

正味財産合計 854,863,562

（108,074,348）
0

3,050,901

（806,793,592）
803,742,689

2

8,548
94,112,314
7,805,106

負債の部
Ⅰ 流動負債

未払金
預り金
未払法人税等
退職金準備引当金
コロナ感染対策引当金
傷害保険拠出金引当金

5,617,922
216,456
70,000

42,600,000
6,500,000
5,000,000

正味財産

（60,004,378）

正味財産の部
（854,863,562）

（うち当期正味財産増減額） （6,138,835）

1,148,380
拠 出 金 5,000,000

科　目金額欄 金額欄

8. 共済部 

9. 歯科部

3. 委員会費
4. 諸経費

1. 会議費
2. 歯科医政研究費
3. 出版印刷費
4. 発送費
5. 調査研究費
6. 研修会費
7. 諸経費

1. 会議費
2. 共済制度普及活動費

5,951,453

110,000
353,994

3,932,470
461,989

1,069,000
0

565,000
368,483

1,206,707
53,000
220,224

2,702,000 -1,495,293 44.7％

1,542,000 -1,542,000 0.0％
4,126,000 -193,530 95.3％
623,000 -161,011 74.2％
307,000 -197,000 35.8％
1,277,000 -923,006 27.7％

24,000 130,000 -106,000 18.5％

4. 需要費

6. 光熱水費

1. 会務費
2. 印刷費
3. 通信費
4. 事務消耗品費
5. 備品購入費

687,561

21,042,442
0

28,072,000 -7,029,558 75.0％
1,440,000 -1,440,000 0.0％

827,200 2,050,000 -1,222,800 40.4％
2,903,095
1,948,519
633,160

2,761,000 142,095 105.1％
2,496,000 -547,481 78.1％
2,000,000 -1,366,840 31.7％
408,000 279,561 168.5％

7. 事務所借用費
8. 公租公課

14,042,907
0

15,717,000 -1,674,093 89.3％
1,200,000 -1,200,000 0.0％

122,000 -69,000 43.4％
729,000 -508,776 30.2％
1,376,000 -811,000 41.1％
475,000 -106,517 77.6％
9,439,000 -3,487,547 63.1％
1,434,000 -365,000 74.5％

10. 支部活動費
1. 支部活動費

7,711,174
7,711,174

13,899,000 -6,187,826 55.5％
13,899,000 -6,187,826 55.5％

1. 人件費
1. 給料

44,841,789
44,841,789

49,872,000 -5,030,211 89.9％
49,872,000 -5,030,211 89.9％

2. 職員福利費
1. 職員保険料

7,149,136
6,985,874

7,239,000 -89,864 98.8％
6,855,000 130,874 101.9％

2. 職員共済料 92,400 129,000 -36,600 71.6％
3. 福利厚生費 70,862 255,000 -184,138 27.8％

11. 事業対策費
1. 事業調査費

713,066
0

1,799,000 -1,085,934 39.6％
1,030,000 -1,030,000 0.0％

2. 資料購入費 713,066 769,000 -55,934 92.7％
12. 保団連関係費

1. 保団連費
27,920,836

27,635,430
34,749,000 -6,828,164 80.4％
28,646,000 -1,010,570 96.5％

2. 中央連絡費 285,406 6,103,000 -5,817,594 4.7％

6. 顧問指導料
1. 税務指導費

1,584,000
660,000

2,312,000 -728,000 68.5％
1,102,000 -442,000 59.9％

2. 法律指導費 924,000 1,210,000 -286,000 76.4％

収入合計
1,012,122,229 -

支出合計
157,258,667 =

次年度繰越正味財産
854,863,562

（うち当期正味財産増減額）
6,138,835

（5）第1001号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2023年（令和5年）6月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

3. 事務局交通費
1. 交通費

11,280
11,280

132,000 -120,720 8.5％
132,000 -120,720 8.5％

5. 雑費
1. 雑費

1,840,363
1,840,363

2,587,000 -746,637 71.1％
2,587,000 -746,637 71.1％

3. 事 務 費 76,469,010 90,214,000 -13,744,990 84.8％

1. 予備費
1. 予備費

3,943,000 0 0.0％
3,943,000 0 0.0％

4. 予備費 3,943,000 0 0.0％

1. 診療報酬改定
　 対策引当金 1.診療報酬改定対策引当金

9,000,000

0

9,000,000

0

0 0.0％
0 0.0％

5. 引当金戻入 9,000,000

0

0 0.0％

1. 退職金準備
　 引当金 1. 退職金準備引当金

18,000,000
18,000,000

0 0.0％
0 0.0％

6. 引当金繰入 18,000,000 0 0.0％

1. 法人税住民税等
1. 法人税住民税等

70,000
70,000

0 0.0％
0 0.0％

7. 法人税
　住民税等

70,000 0 0.0％

157,258,667 157,258,667 157,258,667 998,110,000 -840,851,333 15.8％支出合計

7. 財政部
1. 会議費
2. 業務費
3. 諸経費

1,163,340 1,495,000 -331,660 77.8％

264,000 319,000 -55,000 82.8％
25,500 90,000 -64,500 28.3％

873,840 1,086,000 -212,160 80.5％

【　貸借対照表　】
2023 年 3月 31日 単位：円
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護
保
険
利
用
者
負
担
２
割
化
阻
止
」
等
の
運
動
を
当
面
の
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
運
動
を
進
め
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
国
民
生
活
の
回
復
の
た
め
に
は
、
先

ず
は
医
療
提
供
体
制
の
建
て
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
医
業
経
営

の
安
定
化
、マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
足
は
不
可
欠
な
対
策
と
さ
れ
る
。

国
民
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
制
度
の
構
築
に
向
け
、
大

胆
な
医
療
へ
の
支
援
措
置
を
求
め
、
地
域
医
療
の
確
保
・
発
展

を
目
指
し
活
動
し
て
い
き
た
い
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
会
は
活
動
理
念
で
あ
る
「
国
民

の
健
康
を
守
る
た
め
保
険
医
療
の
改
善
を
期
し
、
併
せ
て
保
険

医
の
生
活
安
定
」
を
実
現
す
る
べ
く
、
２
０
２
３
年
度
も
社
会

保
障
の
充
実
、
改
善
に
向
け
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
。

一
．
医
療
・
社
会
保
障
を
巡
る
情
勢

（
一
）
強
引
な
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
へ
の
影

　
　
　
響

　
医
療
Ｄ
Ｘ
は「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」の
主
要
政
策
の
一
つ

で
あ
り
導
入
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、拙
速・強
引
な
導
入
手
法

に
医
療
現
場
は
混
乱
し
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
で
は
、経
過
措
置
に
関
す
る
改

正
省
令
が
昨
年
12
月
に
発
出
さ
れ
た
。と
こ
ろ
が
、猶
予
さ
れ
る

期
間
は「
シ
ス
テ
ム
整
備
未
完
了
」の
場
合
は
わ
ず
か
半
年
、「
廃

止・休
止
」を
理
由
と
す
る
場
合
も
１
年
半
以
内
し
か
認
め
ら
れ

な
い
な
ど
、極
め
て
限
定
的
な
内
容
で
医
療
現
場
の
不
安
や
混
乱

を
収
め
る
も
の
で
は
到
底
な
か
っ
た
。ま
た
、２
０
２
４
年
秋
の

被
保
険
者
証
の
廃
止
に
向
け
、２
０
２
４
年
４
月
を
め
ど
に
、汎

用
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と
モ
バ
イ
ル
端
末
を
使
っ
た「
資
格
確
認
の

み
を
行
う
簡
素
な
仕
組
み
」が
一
部
の
医
療
機
関
で
導
入
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。義
務
化
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
紙
媒
体
レ

セ
プ
ト
請
求
医
療
機
関
や
、経
過
措
置
対
象
の
医
療
機
関
で
の
運

用
が
見
込
ま
れ
、結
局
マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
り
扱
い
が
強
要
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。各
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

へ
の
不
安
や
コ
ス
ト
負
担
へ
の
不
満
な
ど
が
強
い
こ
と
が
明
ら

か
だ
が
、そ
う
し
た
声
に
応
え
る
こ
と
な
く
、例
外
な
い
Ｄ
Ｘ
化

に
ひ
た
す
ら
突
き
進
む
姿
勢
で
あ
る
。

　

ま
た
、今
年
１
月
か
ら「
電
子
処
方
箋
」が
運
用
開
始
さ
れ
た
。

導
入
は
任
意
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
骨
太
の
方
２
０
２
２
」で

は
電
子
処
方
箋
情
報
を
扱
う「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

の
創
設
」や「
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
等
」を
進
め
る
と
さ
れ

て
お
り
、将
来
的
に
は
オ
ン
資
確
認
義
務
化
と
同
様
に
法
令
の
縛

り
を
設
け
た
、電
子
処
方
箋
、電
子
カ
ル
テ
の
義
務
化
も
現
実
味

を
帯
び
て
き
た
。高
齢
の
医
師
等
、医
療
Ｄ
Ｘ
に
対
応
で
き
ず
閉

院
を
選
択
す
る
医
療
機
関
が
増
え
れ
ば
医
療
提
供
体
制
に
も
大

は
じ
め
に

　
２
０
２
２
年
度
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
主
流
と
な
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
医
療
現
場
は
大
き
く
混

乱
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た

も
保
健
所
は
機
能
不
全
を
来
し
、
受
診
、
療
養
は
患
者
任
せ
、

医
療
機
関
任
せ
と
な
り
、公
衆
衛
生
体
制
の
脆
弱
を
露
呈
し
た
。

感
染
症
対
策
に
係
る
行
政
機
構
の
整
備
、
強
化
が
急
が
れ
る
。

３
年
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
経
営
状
況
が
回
復
し
な
い

医
療
機
関
も
少
な
く
な
い
。
国
民
の
生
命
、
地
域
医
療
を
守
る

立
場
か
ら
、
医
療
現
場
の
声
を
伝
え
国
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
も
本
会
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
と
考
え
る
。
引
き
続
き
国

に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
支
援
と
国
民
生
活
の
保
障
の
２
本
柱
を

コ
ロ
ナ
対
策
の
中
心
に
据
え
活
動
し
て
い
き
た
い
。

　
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
本
体
＋
０
・
43
％
と
コ
ロ

ナ
前
の
引
き
上
げ
幅
よ
り
少
な
く
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
と
も
言
え

る
改
定
内
容
に
留
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
今
般
の
光
熱
水
費
、
食

材
費
な
ど
の
物
価
高
騰
は
医
療
機
関
の
経
営
悪
化
に
追
い
打
ち

を
か
け
て
い
る
。
２
０
２
４
年
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時

改
定
に
向
け
、
医
業
経
営
の
確
保
・
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
大

幅
な
引
き
上
げ
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
現
在

政
府
が
求
め
る
賃
金
引
上
げ
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
充
当

す
る
財
源
が
必
要
で
あ
る
。
２
０
２
４
年
改
定
を
待
つ
こ
と
な

く
、
早
急
に
臨
時
の
診
療
報
酬
引
き
上
げ
や
補
助
金
の
支
給
な

ど
が
求
め
ら
れ
る
。
緊
急
要
請
等
の
取
り
組
み
も
早
急
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
12
月
16
日
に
公
表
さ
れ
た
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会

議
の
報
告
書
で
は
、「
負
担
能
力
に
応
じ
て
全
て
の
世
代
で
医

療
費
を
公
平
に
支
え
合
う
」
と
の
理
念
の
も
と
、
高
齢
者
も
支

え
る
立
場
に
あ
る
こ
と
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
。
特
に

足
元
の
課
題
と
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
見
直

し
を
上
げ
て
い
る
。
介
護
保
険
の
「
２
割
負
担
化
」
も
今
年
の

骨
太
の
方
針
に
向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
「
医
療
・
介
護
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
と
給
付
の
内
容

の
不
断
の
見
直
し
」
の
政
策
目
標
は
２
０
２
５
年
度
ま
で
の
課

題
と
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
負
担
増
は
、
複
数
の
疾
病
を
抱
え

受
診
機
会
の
多
い
高
齢
者
に
と
っ
て
、
本
当
に
世
代
間
格
差
を

解
消
す
る
仕
組
み
と
な
る
の
か
疑
問
も
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、

本
会
は
保
団
連
、
全
国
の
保
険
医
協
会
と
協
力
し
、
昨
年
度
か

ら
取
り
組
み
を
進
め
る
「
後
期
高
齢
者
２
割
負
担
撤
回
」、「
介

き
く
影
響
す
る
。医
療
機
関
不
在
の
医
療
Ｄ
Ｘ
と
な
ら
な
い
よ
う

拙
速
な
政
策
決
定
に
歯
止
め
を
か
け
る
運
動
も
引
き
続
き
重
要

と
さ
れ
る
。

（
二
）
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
機
能

　
政
府
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
機
能
の
制
度
化
に
向
け
た
法
整

備
を
進
め
て
お
り
、今
通
常
国
会
で
の
提
出
を
目
指
し
て
い
る
。

「
か
か
り
つ
け
医
」機
能
に
つ
い
て
は「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」

の
中
で
、「
機
能
分
化
と
連
携
を
一
層
重
視
し
た
医
療
・
介
護

提
供
体
制
等
の
国
民
目
線
で
の
改
革
を
進
め
る
」
と
し
て
、
制

度
整
備
の
推
進
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
財
政
制

度
等
審
議
会
が
昨
年
５
月
に
公
表
し
た
「
春
の
建
議
」
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
発
熱
患
者
が
円
滑
に
診
療
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
状
況
を
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
不
備
と
断
じ
、
制
度

化
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
か
か
り
つ
け
医
は
通
常
の
医

療
提
供
体
制
と
し
て
構
築
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
対
策
と
し
て
整
備
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
乗

じ
た
姑
息
な
論
法
と
言
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、当
建
議
で
は
、「『
量
重
視
』
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
、

『
必
要
な
時
に
必
要
な
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
』
と
い
う
『
質

重
視
』
の
も
の
に
切
り
替
え
て
い
く
」
と
し
た
上
で
、
か
か
り

つ
け
医
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
も

求
め
て
い
る
。「
患
者
の
選
択
」
と
い
う
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の

最
も
重
要
な
要
素
を
骨
抜
き
に
す
る
意
図
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

今
次
の
医
療
法
改
正
案
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
は
維
持
さ
れ

る
も
の
の
、常
に
こ
う
し
た
狙
い
に
警
戒
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
か
か
り
つ
け
医
は
、患
者
と
の
信
頼
関
係
を
元
に
疾
病
治
療
、

予
防
医
療
、
介
護
と
の
連
携
等
、
患
者
の
健
康
・
生
活
に
総
合

的
に
関
わ
っ
て
い
く
役
割
を
担
う
も
の
で
、
患
者
が
受
け
る
医

療
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
在
り
方
を
国
民
を
含
め
広
く
議
論
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
不
安
定
な
医
薬
品
供
給
体
制
の
改
善
を

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
製
造
過
程
の
問
題
に
端
を
発
し

た
医
薬
品
の
供
給
不
足
問
題
は
、
現
在
も
な
お
慢
性
的
な
品

薄
状
態
が
継
続
し
日
常
診
療
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

一
部
の
医
薬
品
で
は
先
発
医
薬
品
の
確
保
も
難
し
く
、
治
療

に
必
要
な
薬
剤
が
入
手
困
難
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。
も
と

も
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
製
造
体
制
や
供
給
体
制
の

脆
弱
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
医
療
費
削
減

の
政
策
目
的
の
た
め
、
診
療
報
酬
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

設
け
、
急
速
に
普
及
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
今
も
な
お

進
め
ら
れ
て
い
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
政
策
に
は

早
急
な
検
証
、
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。
本
会
で
は
会
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
道
内
の
供
給
状
況
の
実
態
、

各
医
療
機
関
で
の
対
応
を
把
握
し
、
保
団
連
や
関
係
団
体
等

に
対
し
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
働
き
掛
け
る
。

（
四
）
歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大
を
目
指
し
て

　
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
「
逆
ザ
ヤ
」
問
題
は
全
国
の
保

険
医
協
会
・
保
団
連
の
運
動
の
成
果
に
よ
り
随
時
改
定
ル
ー

ル
が
見
直
さ
れ
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

あ
く
ま
で
も
現
行
制
度
内
で
の
改
善
の
た
め
限
界
が
あ
り
、

差
損
が
発
生
し
な
い
抜
本
的
な
改
正
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
長
期
化
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
等
、
国
際
情
勢

等
に
よ
り
価
格
が
安
定
し
な
い
た
め
、
常
に
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。
金
パ
ラ
以
外
の
代
替
材
料

の
開
発
、
保
険
適
用
の
拡
大
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
自
費

診
療
・
混
合
診
療
を
使
わ
な
い
、
保
険
の
み
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
制
度
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
保

団
連
等
を
通
じ
今
後
も
強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　
歯
科
技
工
士
の
処
遇
改
善
、
人
員
確
保
問
題
へ
の
対
応
も

引
き
続
き
活
動
を
進
め
る
。
歯
科
技
工
士
の
労
働
環
境
に
つ

い
て
は
、
長
時
間
労
働
、
低
賃
金
と
い
っ
た
労
働
問
題
が
根

深
く
存
在
し
、
離
職
者
の
増
加
や
志
望
者
数
の
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
る
。
全
国
の
保
険
医
協
会
始
め
保
団
連
で
も
長
く

取
り
組
ん
で
き
た
課
題
で
あ
る
が
、
思
う
よ
う
な
進
展
が
見

ら
れ
な
い
。
歯
科
補
綴
物
の
作
製
と
い
う
、
歯
科
医
療
の
根

幹
に
係
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
歯
科
医
療
提
供
体
制
に
も

影
響
す
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
委
託
技
工
料
の
原
資
と
な

る
技
術
料
部
分
の
診
療
報
酬
が
あ
ま
り
に
低
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
歯
科
医
院
、
歯
科
技
工
所
と
も
に
経
営
が
成

り
立
ち
、
安
定
し
た
歯
科
医
療
の
提
供
が
出
来
る
よ
う
診
療

報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
ひ
い
て
は
歯
科
医
療
費
の
総
枠

拡
大
を
求
め
て
運
動
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
保
団
連
が
進
め
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
」

を
求
め
る
請
願
運
動
は
、
紹
介
議
員
が
１
０
０
名
を
超
え
順

調
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
今
年
度
も
さ
ら
に
全
国
の
保
険

医
協
会
と
連
携
し
署
名
運
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ニ
．
活
動
方
針
の
具
体
化

（
一
）
医
療
制
度
改
善
に
向
け
た
運
動

　
２
０
２
３
年
度
も
公
的
給
付
の
削
減
、
患
者
負
担
増
を
狙
う

社
会
保
障
改
悪
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
本
会

は
地
域
医
療
を
担
う
第
一
線
の
立
場
か
ら
、「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
が
安
心
し
て
保
険
証
一
枚
で
受
診
で
き

る
医
療
を
目
指
し
て
引
き
続
き
諸
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
保
団
連
が
今
通
常
国
会
に
集
中
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
、後
期
高
齢
者
２
割
化
撤
回
を
求
め
る「
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
！

国
民
の
医
療
・
介
護
を
守
る
緊
急
請
願
署
名
」、
保
険
証
廃
止

反
対
を
求
め
る
「
健
康
保
険
証
廃
止
の
中
止
を
求
め
る
請
願
署

名
」
に
全
面
的
に
協
力
す
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
で
は
、
経
過
措
置
の
対
象
と

な
っ
た
医
療
機
関
で
も
今
後
の
対
応
や
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
不
安
や
困
惑
を
抱
え
て
い
る
。
必
要
な
情
報
提
供
・
周
知
に

向
け
た
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
会
員
の
疑
問
・
相
談
に

丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、
保
団
連
と
協
力
し
シ
ス
テ
ム

改
修
等
の
完
了
期
限
、
補
助
金
申
請
期
限
等
の
延
長
も
求
め
、

会
員
の
日
常
診
療
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

る
。
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
は
、
分
類
が
「
５
類
」
に
引
き

下
げ
に
な
っ
た
が
、
医
療
機
関
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
全
て
の
医
療
機
関
に
対
し
、
感
染

防
止
対
策
に
関
す
る
財
政
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
治
療
・
検

査
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
負
担
の
継
続
、
病
床
確
保
の
財
政

措
置
、
施
設
基
準
の
特
例
措
置
の
継
続
等
も
併
せ
て
求
め
て
い

く
。
　
長
期
間
中
止
さ
れ
て
い
た
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極

的
勧
奨
」
が
昨
年
４
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
会
は
じ

め
保
団
連
の
要
請
活
動
の
成
果
に
よ
り
、
９
価
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
へ
の
適
用
も
実
現
し
た
。
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
接
種

率
の
向
上
が
重
要
で
あ
り
、
医
療
者
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
情

報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
積
極
的
勧
奨
の
中

断
中
に
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
対
象
者
の
拡
大
、
男
子
へ
の
適
用
も
保
団
連
等
を
通
じ
要
請

し
て
い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
要
求
運
動
を
展
開
す
る
上
で
、
重
要
な

の
は
患
者
・
道
民
の
理
解
と
協
力
、
加
え
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
積
極
的
な
情
報
発
信
で
あ
る
。
本
会
で
は
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
、
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
街
頭
宣
伝
活
動
、
歯
科
市

民
集
会
等
を
引
き
続
き
開
催
し
、
医
療
・
介
護
を
巡
る
問
題
に

つ
い
て
広
く
提
起
し
意
見
交
流
す
る
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い

く
。
　
ま
た
、
日
々
変
化
す
る
医
療
情
勢
・
政
治
情
勢
に
つ
い
て
、

迅
速
、
適
確
に
会
員
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
北
海
道
保
険
医

新
聞
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
広

報
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
る
。

（
二
）
医
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
諸
活
動

　
医
療
機
関
に
対
す
る
個
別
指
導
、
適
時
調
査
の
実
施
件
数
も

２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
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※

各
部
の
活
動
方
針
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

款 項

収　入　合　計

目 款 項 目
2023 年度予算額 2022 年度

予算額
予算対比
増　減

前年度
予算比

【　2023 年度収入支出予算書　】
2023 年 4月 1日～ 2024 年 3月 31日

単位：千円収入の部
科　　目

1. 会費

2. 協力費

3. 共済運営費

4. 雑収入

5. 前年度繰越金

1. 会費

1. 寄付金

1. 保険医年金

1. 雑収入

1. 前年度繰越金
1. 前年度繰越金

2. 団体定期保険

3. 休業保障制度

4. 融資制度

5. 職団保険制度

1. 保険医年金

1. 団体定期保険

1. 休業保障制度

1. 融資制度

1. 職団保険制度

1. テキスト料
2. 預金利息
3. 雑入

2. 広告料
1. 寄付金

1. 広告料

1. 会費
2. 過年度収入

129,820

70

18,510

100,0

854,860

1,004,260 1,004,260 1,004,260 998,110

854,860
854,860

1,000
600

100 -30

129,820

20

12,300

3,680

2,200

0

330
330

0

2,200

3,680

12,300

50
50

20

129,320
500 500 0

130,500 -1,180

131,000 -1,180 99.1％
131,000 -1,180 99.1％

99.1％
100.0％
70.0％

50 -30 70.0％
50 0 40.0％
50 0 100.0％

0 0.0％
0 0 0.0％

330 0 100.0％
330 0 100.0％
1,260 -260 79.4％
1,260 -260 79.4％
860 -260 69.8％

10 10 0 100.0％
390 390 0 100.0％

848,720 6,140 100.7％
848,720 6,140 100.7％
848,720 6,140 100.7％

6,150 100.6％

50 0 100.0％
17,030 1,480 108.7％
11,000 1,300 111.8％
11,000 1,300 111.8％
3,500 180 105.1％
3,500 180 105.1％
2,200 0 100.0％
2,200 0 100.0％

款 項 目 款 項 目
2023 年度予算額 2022 年度

予算額
予算対比
増　減

前年度
予算比

単位：千円支出の部
科　　目

1. 会 議 費

2. 事 業 費

1. 会議費

1. 政策部

4. 発送費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 時局対策費
3. 印刷費

1. 総会費
2. 理事会費
3. 委員会費
4. 支部長会議費

9,504

94,749

531 -300

9,504

54

214
128

4,000
1,440
1,623
541

3,454
4,541
231
1,278

5,112 -571
4,014 -560

10,935 -1,431 86.9％
10,935 -1,431 86.9％

86.0％
88.8％
43.5％

1,278 0 100.0％
98,018 -3,269 96.7％
4,000 0 100.0％
1,488 -48 96.8％
1,662 -39 97.7％
527 14 102.7％
220 -6 97.3％
58 70 220.7％
45 9 120.0％

増
加
傾
向
に
あ
り
、
再
指
導
や
報
酬
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
ケ

ー
ス
も
多
数
に
上
っ
て
い
る
。
会
員
か
ら
の
質
問
・
相
談
に
対

し
、
個
別
指
導
等
で
の
指
摘
事
項
、
診
療
録
の
記
載
上
の
注
意

点
、
施
設
基
準
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
説
明
す
る
な
ど
、
行
政

調
査
へ
の
対
策
等
に
つ
い
て
も
懇
切
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
る
。

併
せ
て
、
日
々
の
窓
口
業
務
で
の
疑
問
点
、
保
険
診
療
上
の
疑

義
や
相
談
等
、日
常
診
療
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
も
努
め
て
い
く
。

　
医
師
の
働
き
方
改
革
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の
法
制
化
等
、

労
務
管
理
上
で
様
々
な
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
近
年

話
題
と
さ
れ
る
医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善
等
の
取
り
組
み
は
各

医
療
機
関
で
の
対
策
が
急
が
れ
る
。
ま
た
、
人
材
不
足
も
常
態

化
し
て
お
り
、
医
療
従
事
者
の
確
保
、
業
務
能
力
の
向
上
を
図

る
上
で
、
労
働
環
境
の
整
備
・
改
善
は
急
務
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
労
務
管
理
や
人
材
育
成
、
税
制
改
正
に
よ
る
課

税
対
策
な
ど
は
、
事
業
主
た
る
開
業
医
を
煩
わ
せ
て
お
り
、
医

療
経
営
に
資
す
る
情
報
の
収
集
や
知
識
の
修
得
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
本
会
で
は
会
員
の
日
常
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、

今
年
度
も
「
開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」「
歯
科
ス
タ

ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」「
接
遇
電
話
対
応
マ
ナ
ー
講
座
」
等
の
日
常

業
務
に
役
立
つ
各
種
研
修
会
を
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
た
開
催
形
式
を
さ
ら
に
工
夫
し
企
画
し
て
い

き
た
い
。

（
三
）
組
織
拡
大
と
共
済
制
度
の
普
及

　
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
退
会
者
数
は
増
加
傾
向
が
続
い
て
い

る
が
、
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
高
め
魅
力
あ
る
組
織
と
し
、

実
質
増
員
と
な
る
よ
う
今
年
度
も
組
織
拡
大
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。
特
に
、
２
０
２
４
年
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

同
時
改
定
の
対
策
と
絡
め
た
会
員
拡
大
対
策
を
進
め
る
と
共

に
、
勤
務
会
員
に
も
会
員
メ
リ
ッ
ト
広
げ
、
研
修
医
な
ど
若
い

医
師
、
歯
科
医
師
層
を
対
象
に
し
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
女
性
部
会
で
は
主
に
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
を

対
象
と
し
た
事
業
を
企
画
・
開
催
し
、
女
性
会
員
の
拡
大
に
努

め
る
。

　
共
済
制
度
の
普
及
で
は
、
休
業
保
障
共
済
保
険
、
保
険
医
年

金
、団
体
定
期
保
険
の
三
大
共
済
制
度
の
加
入
拡
大
に
努
め
る
。

団
体
契
約
が
持
つ
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
ア
ピ
ー
ル

し
、
取
扱
い
生
命
保
険
会
社
と
も
連
携
強
化
し
て
、
普
及
拡
大

を
図
り
組
織
対
策
に
も
繋
げ
た
い
。

　
さ
ら
に
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
、
会
員
メ
リ
ッ
ト
の
向
上
の
た
め
、

三
大
共
済
制
度
に
加
え
て
、
本
会
の
出
資
会
社
で
あ
る
「
合
同

会
社
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北
海
道
」
と
連
携
し
、
損
保
商
品
販
売

事
業
の
ほ
か
会
員
の
日
常
診
療
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
諸
事

業
、
福
利
厚
生
事
業
等
も
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
会
員
及
び
従
業
員
等
の
親
睦
を
目
的
と
し
た
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
、
親
子
一
泊
キ
ャ
ン
プ
旅
行
、
バ
ス
ツ
ア
ー
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
等
は
毎
年
好
評
を

博
し
て
い
る
が
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対

策
を
考
慮
し
、
可
能
な
限
り
開
催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
四
）
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
等
の
各
種
関
係
団
体
と
の
連
携

　
医
療
制
度
改
善
に
向
け
た
本
会
活
動
へ
の
理
解
と
連
携
を
目

的
に
、
こ
れ
ま
で
も
北
海
道
医
師
会
、
北
海
道
歯
科
医
師
会
、

札
幌
市
医
師
会
、
札
幌
歯
科
医
師
会
な
ど
各
種
関
係
団
体
と
定

期
的
に
懇
談
等
を
通
じ
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
も

道
民
の
健
康
増
進
、
地
域
医
療
の
向
上
を
図
る
べ
く
積
極
的
に

各
団
体
と
の
連
携
、
交
流
を
図
り
た
い
。

（
五
）
会
務
執
行
体
制
の
強
化
と
健
全
財
政
の
維
持

　
法
人
機
構
の
整
備
、
管
理
に
努
め
、
組
織
体
制
を
強
化
し
管

理
機
能
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
本
会
の
特
徴
で
あ
る
医
科
歯

科
一
体
の
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
べ
く
、各
部
間
の
連
携
・

調
整
の
円
滑
化
に
努
め
、医
科
歯
科
一
体
の
事
業
活
動
を
企
画
・

開
催
す
る
。

　
組
織
内
外
の
活
動
を
よ
り
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
均
衡
の

と
れ
た
予
算
編
成
と
健
全
な
財
政
運
営
に
務
め
る
。
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
単
年
度
黒
字
決
算
が
維
持
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
財
政
支
出
の
効
率
化
を
一
層
進
め
、
安

定
的
な
組
織
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

三
．
選
挙
に
対
す
る
態
度

　
我
が
国
の
医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
制
度
の
後
退
が
危
惧

さ
れ
る
中
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
選
挙
に
対
す
る
責
任
は
極
め

て
重
い
。
本
会
と
し
て
は
引
き
続
き
、
会
員
の
思
想
、
信
条
、

政
治
的
自
由
を
尊
重
し
、
こ
れ
を
守
る
態
度
を
堅
持
し
、
特
定

の
政
党
、
個
人
の
支
持
・
不
支
持
は
行
わ
な
い
。

　
な
お
、
各
部
の
活
動
方
針
は
次
頁
以
降
に
掲
載
の
通
り
で
あ

る
。



3. 広報部

6. 諸経費

2. 審査対策部
1. 会議費
2. 出版印刷費
3. 発送費
4. 研修会費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 新聞印刷費
3. 発送費
4. 取材費
5. 情報通信費

1,500

12,000
1,626

4,499

156
112

309
1,372

660
1,890 6,762 -4,872 28.0％

887 -578 34.8％
1,423 -48 96.6％
160 -4 97.5％
112 0 100.0％

10,000 2,000 120.0％
1,626 0 100.0％

6,274 5,938 336 105.7％
2,108
170
322

1,320 788 159.7％
170 0 100.0％
260 62 123.8％
686 814 218.7％

10,001 -5,502 45.0％
660 0 100.0％

5. 組織部

6. 諸経費

1. 会議費
2. 組織拡大費
3. 女性部会活動費
4. 出版印刷費
5. 発送費

4

4,198
324

3,233 965 129.8％
324 0 100.0％

2,095 2,045 50 102.4％
478
1,058
239

478 0 100.0％
198 860 534.3％
184 55 129.9％
4 0 100.0％

4. 文化厚生部
1. 会議費
2. 文化活動費
3. 研修会費
4. 調査研究費
5. 諸経費

4,453 3,206 1,247 138.9％

2,385 2,269 116 105.1％
94 94 0 100.0％

582
5

1,387

582 0 100.0％
5 0 100.0％

256 1,131 541.8％

8. 共済部 

9. 歯科部

3. 委員会費
4. 諸経費

1. 会議費
2. 歯科医政研究費
3. 出版印刷費
4. 発送費
5. 調査研究費
6. 研修会費
7. 諸経費

1. 会議費
2. 共済制度普及活動費

7,455

111
2,277

1,570
451

1,434
1,518

1,376
475

2,702
122
729

2,702 0 100.0％

1,542 -24 98.4％
4,126 -2,556 38.1％
623 -172 72.4％
307 -196 36.2％
1,277 1,000 178.3％

94 130 -36 72.3％

4. 需要費

6. 光熱水費

1. 会務費
2. 印刷費
3. 通信費
4. 事務消耗品費
5. 備品購入費

840

28,504
1,440

28,072 432 101.5％
1,440 0 100.0％

2,050 2,050 0 100.0％
2,761
2,496
2,000

2,761 0 100.0％
2,496 0 100.0％
2,000 0 100.0％
408 432 205.9％

7. 事務所借用費
8. 公租公課

15,717
1,200

15,717 0 100.0％
1,200 0 100.0％

122 0 100.0％
729 0 100.0％
1,376 0 100.0％
475 0 100.0％
9,439 -1,984 79.0％
1,434 0 100.0％

10. 支部活動費
1. 支部活動費

13,899
13,899

13,899 0 100.0％
13,899 0 100.0％

1. 人件費
1. 給料

57,776
57,776

49,872 7,904 115.8％
49,872 7,904 115.8％

2. 職員福利費
1. 職員保険料

7,665
7,255

7,239 426 105.9％
6,855 400 105.8％

2. 職員共済料 145 129 16 112.4％
3. 福利厚生費 255 255 10 103.9％

11. 事業対策費
1. 事業調査費

1,799
1,030

1,799 0 100.0％
1,030 0 100.0％

2. 資料購入費 769 769 0 100.0％
12. 保団連関係費

1. 保団連費
34,749

28,646
34,749 0 100.0％
28,646 0 100.0％

2. 中央連絡費 6,103 6,103 0 100.0％

6. 顧問指導料
1. 税務指導費

2,312
1,102

2,312 0 100.0％
1,102 0 100.0％

2. 法律指導費 1,210 1,210 0 100.0％

3. 事務局交通費
1. 交通費

132
132

132 0 100.0％
132 0 100.0％

5. 雑費
1. 雑費

2,587
2,587

2,587 0 100.0％
2,587 0 100.0％

3. 事 務 費 98,976 90,214 8,762 109.7％

1. 予備費
1. 予備費

1,031
1,031

3,943 -2,912 26.1％
3,943 -2,912 26.1％

4. 予備費 1,031

800,000 795,000 5,000 100.6％

3,943 -2,912 26.1％

1. 基本準備引当金
1. 基本準備金

445,000
445,000

445,000 0 100.0％
445,000 0 100.0％

2. 事務所建設等
　 準備引当金 1.事務所建設等準備金

300,000
300,000

300,000 0 100.0％
300,000 0 100.0％

3. 退職金
    準備引当金 1. 退職金準備

55,000
55,000

50,000 5,000 110.0％
50,000 5,000 110.0％

5. 次年度繰越金
　正味財産

204,260 204,260 204,260 203,110 1,150 100.6％

1,004,260 1,004,260 1,004,260 998,110 6,150 100.6％支出合計

支出合計

6. 総務部
1. 会議費
2. 弔慰費
3. 厚生費
4. 渉外費
5. 運営費

3,500 3,495 5 100.1％

978 978 0 100.0％
870 870 0 100.0％

387
100
1,165

387 0 100.0％
100 0 100.0％
1,160 5 100.4％

7. 財政部
1. 会議費
2. 業務費
3. 諸経費

1,495 1,495 0 100.0％

319 319 0 100.0％
90 90 0 100.0％

1,086 1,086 0 100.0％

北 海 道 保 険 医 新 聞 第1001号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2023年（令和5年）6月5日 （8）



モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
消
滅
。

２
年
以
上
走
ら
な
く
な
り
体

重
増
加
、
血
圧
上
昇…

ラ
ン

ニ
ン
グ
を
始
め
る
前
の
悪
し

き
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
再
開
し
よ

う
と
す
る
も
、
ヌ
ル
イ
生
活

習
慣
の
沼
か
ら
這
い
出
せ
ず

に
い
た
。
そ
ん
な
中
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
精
神
科
医
で

あ
る
著
者
は
私
の
背
中
を
ポ

ン
と
押
し
て
く
れ
た
。

　
身
体
の
健
康
だ
け
で
な
く
、

最
近
衰
え
を
感
じ
る
「
集
中

力
」「
記
憶
力
」「
意
欲
持
続
力
」

も
ア
ッ
プ
と
な
れ
ば
一
挙
両

得
だ
。

　
運
動
が
脳
に
及
ぼ
す
影
響

を
デ
ー
タ
を
基
に
論
じ
て
い

る
。
我
々
は
狩
猟
民
族
で
あ

り
、
狩
り
（
運
動
）
を
す
る

こ
と
で
最
も
脳
を
活
性
化
さ

せ
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

て
い
る
（
生
存
率
を
高
め
る
）

と
い
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
は
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
日
課
だ
っ
た
。
感
染
防

止
と
し
て
こ
と
ご
と
く
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
中
止
と
な
り
、
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北
海
道
で
は
、
光
デ
ィ
ス

ク
ま
た
は
紙
媒
体
で
レ
セ
プ

ト
請
求
し
て
い
る
医
療
機
関

は
未
だ
多
く
、
と
く
に
歯
科

医
療
機
関
は
半
数
近
く
が
該

当
し
て
お
り
、
影
響
は
甚
大

で
す
。

　
現
在
、
光
デ
ィ
ス
ク
、
紙

レ
セ
プ
ト
の
請
求
方
法
を
選

択
し
て
い
る
医
療
機
関
は
そ

れ
ぞ
れ
に
様
々
な
事
情
を
抱

え
て
い
ま
す
。
そ
の
事
情
を

考
え
ず
に
一
律
に
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
へ
の
移
行
を
強
要
す

る
こ
と
は
問
題
で
す
。

　
計
画
案
で
は
４
月
以
降
も

光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
っ
て
請

求
を
継
続
す
る
医
療
機
関
に

対
し
て
は
移
行
計
画
の
提
出

を
求
め
、
１
年
単
位
の
経
過

措
置
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙

レ
セ
プ
ト
請
求
者
に
対
し
て

は
、
２
０
２
４
年
４
月
以
降

は
新
規
適
用
を
終
了
し
、
既

存
の
適
用
者
分
に
つ
い
て
は

「
経
過
的
な
取
扱
い
で
あ
る
こ

と
を
法
令
上
明
確
化
」
し
た

上
で
、
改
め
て
届
出
を
求
め

る
な
ど
の
負
担
を
課
す
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
医
療
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
一
律
に
反
対
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

す
べ
て
の
医
療
機
関
・
地
域

医
療
を
守
る
た
め
に
も
、
期

限
を
区
切
っ
た
「
義
務
化
」

の
方
針
に
つ
い
て
は
撤
回
を

求
め
、
署
名
に
取
り
組
む
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
、

前
号
同
封
の
署
名
用
紙
に
ご

署
名
（
ゴ
ム
印
可
）
の
う
え

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
信
、
ま
た
は

オ
ン
ラ
イ
ン（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
に
て
ご
署
名
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
４
月
27
日
、
厚
労
省
は
事

務
連
絡「『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上

の
位
置
づ
け
の
変
更
に
伴
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
診
療
報
酬
上
の
臨

時
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
』

に
か
か
る
疑
義
解
釈
資
料
の

送
付
に
つ
い
て（
そ
の
２
）」

を
示
し
、
罹
患
後
症
状（
い
わ

ゆ
る
後
遺
症
）
の
あ
る
患
者

に
対
す
る
特
例
を
創
設
し
た
。

　
対
象
は
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
回
復
し
、

感
染
の
診
断
か
ら
３
カ
月
以

上
が
経
過
②
２
カ
月
以
上
に

わ
た
っ
て
後
遺
症
が
持
続
し

て
い
る―

こ
れ
ら
両
方
を
満

た
す
患
者
と
さ
れ
て
い
る
。

対
象
患
者
に
「
罹
患
後
症
状

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
第
２
版
）」

に
基
づ
き
診
療
方
針
を
決
め
、

必
要
に
応
じ
て
精
密
検
査
や

専
門
医
へ
の
紹
介
を
行
っ
た

場
合
に
３
カ
月
に
１
回
に
限

り
「
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
」

（
１
４
７
点
）
が
算
定
で
き
る

と
し
て
い
る
。
た
だ
し
電
話

や
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た

診
療
で
は
算
定
で
き
な
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
罹
患
時
に
、
患
者
自
ら

が
検
査
キ
ッ
ト
を
用
い
て
陽

性
と
な
り
、
医
療
機
関
を
受

診
せ
ず
、
医
師
が
事
後
に
感

染
時
期
を
確
認
で
き
た
場
合

も
算
定
可
能
で
あ
る
。
た
だ

し
、
算
定
に
あ
た
っ
て
は
レ

セ
プ
ト
の
摘
要
欄
に
そ
の
患

者
が
感
染
し
た
時
期
や
そ
の

確
認
方
法
を
記
載
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
例
は
２
０
２
３
年
５
月

８
日
か
ら
２
０
２
４
年
３
月

31
日
ま
で
の
期
限
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
特

例
を
受
け
る
た
め
に
は
、
都

道
府
県
が
公
表
す
る
「
罹
患

後
症
状
に
悩
む
方
の
診
療
を

行
っ
て
い
る
医
療
機
関
」
の

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

必
要
が
あ
る
。 

　
詳
細
は
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
確
認
い
た

だ
き
た
い
。
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運
動
脳ア 

ン 

デ 

シ 

ュ 

・ 

ハ 

ン 

セ 

ン 

著

サ 

ン 

マ 

ー 

ク 

出 

版

な
く
、
気
軽
に
お
口
の
中
の

困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
医

院
で
あ
り
た
い
な
と
思
い
ま

す
。

―
ご
家
族
を
ご
紹
介
い
た
だ
け

　
ま
す
か

　
主
人
は
卒
後
臨
床
研
修
の

終
わ
り
頃
か
ら
連
絡
を
取
り

合
う
よ
う
に
な
り
、
結
婚
し

て
13
年
目
に
な
り
ま
す
。
中

１
の
息
子
と
小
１
の
娘
が
い

ま
す
。
同
じ
よ
う
に
育
て
て

い
る
つ
も
り
で
も
２
人
と
も

性
格
や
嗜
好
が
全
く
違
う
の

で
、
面
白
い
も
の
だ
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―

ご
趣
味
は

　

Fear, and Loathing in 
Las Vegas

と
い
う
バ
ン
ド

が
ず
っ
と
好
き
な
の
で
、
そ

思いやりと感謝の
気持ちを持って

横山　美那子 先生
あすなろ歯科クリニック　千歳市146146

略歴
　北海道登別市出身。北海道医療大学歯
学部卒業後、胆振、宗谷、札幌などで勤務
を経て、あすなろ歯科クリニックを開業。

師
の
父
親
か
ら
の
勧
め
も

あ
っ
て
開
業
に
至
り
ま
し

た
。

―

開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
嬉
し

　
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　
子
育
て
と
の
両
立
が
難
し

く
、
両
家
の
両
親
や
兄
弟
の

サ
ポ
ー
ト
に
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
嬉
し
か
っ
た
の

は
自
分
た
ち
が
努
力
し
て
尽

く
し
た
分
だ
け
患
者
さ
ん
も

―

保
険
医
会
に
入
会
し
た
理
由

　
は

　
会
員
向
け
の
研
修
や
保
険

請
求
に
関
わ
る
情
報
を
知
り

た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

―

開
業
し
た
動
機
・
目
的
な
ど

　
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か

　
主
人
と
勤
め
て
い
た
歯
科

医
院
の
契
約
満
了
に
伴
い
、

今
後
の
働
き
方
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
と
な
り
、
歯
科
医

ス
タ
ッ
フ
も
そ
れ
に
応
え
て

く
れ
る
事
を
、
勤
務
時
代
よ

り
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で

す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
す

る
こ
と
で
す
。
痛
み
や
不
安

を
抱
え
て
来
院
さ
れ
る
方
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
そ
の
気

持
ち
に
寄
り
沿
っ
て
診
療
し

た
い
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
も
同
様

に
思
い
や
り
と
感
謝
の
気
持

ち
を
常
に
意
識
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
限
界
ま
で
痛
み
や
悩
み
を

我
慢
し
て
渋
々
来
る
の
で
は

の
バ
ン
ド
が
出
る
フ
ェ
ス
や

ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と
で
生
き

る
活
力
を
得
て
い
ま
す
。
他

に
は
子
ど
も
と
一
緒
に
ア
ニ

メ
、
映
画
を
観
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
漫
画
や
本
を

読
む
の
も
好
き
で
す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
日
々
の
診
療
で
精
一
杯
で

す
が
、
地
域
の
患
者
さ
ん
に

長
く
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
環

境
を
整
え
て
い
き
た
い
で

す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
歯
科
医

　
療
を
支
え
る
た
め
に
「
気
軽

　
に
相
談
で
き
る
歯
科
医
院
」

　
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
た

　
い
で
す
。

（
Ａ
・
Ｓ
）

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
「
義
務
化
」

撤
回
を
求
め
る
署
名

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
３
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

　
・   （
７
／
１
）
歯
科
各
種
届
出
に
係
る
研
修
会

　
　
　
　
　
　

…

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

　
　
第
１
部
（
15
時
）
歯
科
医
療
安
全
に
関

　
　
す
る
研
修
会

　
　
第
２
部
（
16
時
）
歯
科
施
設
基
準
届
出

　
　
に
係
る
研
修
会

②
そ
の
他

　

 

・ 

歯
科
保
険
診
療
研
究
（
６
／
５
号
）
の
確

　
　
認
を
行
っ
た
。

第
2
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
5
月
10
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

第
3
回
歯
科
部
担
当
理
事
会…

6
月
14
日（
水
）午
後
７
時

　
厚
労
省
は
光
デ
ィ
ス
ク
等

で
診
療
報
酬
を
請
求
す
る
医

療
機
関
に
対
し
て
、
原
則
２

０
２
４
年
９
月
末
ま
で
に
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
に
移
行
す
る

こ
と
を
「
実
質
上
義
務
付
け

る
」
計
画
案
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
本
会
は
、

医
療
機
関
に
対
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
完
全
義
務
化
の
方

針
を
速
や
か
に
撤
回
す
る
よ

う
、
４
月
22
日
付
で
理
事
会
・

支
部
長
会
声
明
を
発
出
し
ま

し
た
。

「歯科医療安全に関する
　　　　　　　研修会」
  講師：小堀　善則 氏

歯科各種届出に係る研修会
院内感染防止対策、か強診、外来環などの研修に対応

第一部

「歯科施設基準届出に
　　　　　係る研修会」
  講師：川上　智史 氏

第二部

●日　時 ： 7月1日（土）
　　　　　15時～17時30分
●締　切 ： 6月23日（金）まで
●参加費 ： 無料
●形　式 ： ハイブリッド開催
　　　　　　※会場参加は先着30名まで

詳細は、5月5日号同封のちらしまたは本会HPをご覧ください

署名の要請事項
一、オンライン請求「義務化」方針を撤回
　  すること
一、紙レセプトの新規適用を認めるととも
　  に、すでに認められている医療機関に
　  改めて届出を行うことを求めないこと

コ
ロ
ナ「
後
遺
症
」の
特
例
１
４
７
点

２
０
２
４
年
３
月
末
ま
で

ご協力ください！

Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
１
１‐

２
３
１‐

６
２
８
３　
本
会
政
策
部
行

オンライン
署名フォーム
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医科・歯科連携、病診連携の
変更点について

　厚生労働大臣が定めた施設基準に適合し、地方厚生
（支）局長に届け出た保険医療機関の外来において、他の
歯科診療所で特（再診時を含む）または特導を算定した患
者に、その保険医療機関（特連届出医療機関を除く）から
診療情報提供料に定める様式に基づいた診療情報提供
を受けたうえで、その患者に対して初診を行い、特または
特導を算定した場合に、初診料に加算する。

（１）歯科診療特別対応連携加算（特連）　初診時＋150点

　厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機
関において、かかりつけ医機能を有する医科の保険医療
機関から紹介された患者について、紹介元の保険医療機
関からの求めに応じ、患者の同意を得て、診療状況を示す
文書を提供した場合に、提供する保険医療機関ごとに患
者1人につき月1回に限り算定する。

（３）連携強化診療情報提供料（連情）　月１回150点
［施設基準］

　歯科診療所（特連届出医療機関を除く）において、特連
の届出医療機関で特（再診時を含む）または特導を算定し
た患者について、診療情報提供料に定める様式に基づい
た診療情報提供を受けたうえで、その患者に対して初診を
行い、特または特導を算定した場合に初診料に加算する。

　算定方法や点数に変更はないが、特連の届出が拡がっ
たため、特地の算定条件もそれに伴い拡がった。

（２）歯科診療特別対応地域支援加算（特地）　初診時＋100点

［変更点］

［変更点］

◎

◎

◎

◎

地域歯科診療支援病院初診料の届出を行った保険医
療機関または基本診療料の歯科診療特別対応加算（特
導含む）を算定した外来患者が月平均10人以上ある歯
科医療を担当する保険医療機関であること
次の装置・器具を有していること
・自動体外式除細動器（AED）
・経皮的酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター）
・酸素吸入（人工呼吸・酸素吸入用のもの）
・救急蘇生セット
緊急時に円滑に対応できるよう病院である他の保険医
療機関（医科）との連係体制が整備されていること（医科
歯科併設の病院の場合は同一保険医療機関でもよい）
別の歯科診療を担当する保険医療機関との連係体制
が整備されていること

改定前

特連＋100点

改定後

特連＋150点

［算定例］

歯科診療所
（特連届出医療機関を除く）

特連の届出医療機関

医科保険医療機関 歯科保険医療機関

［算定例］

［算定例］

かかりつけ医機能を有する病院から紹介された場合　月1回

別の保険医療機関

診療状況を照会

歯科保険医療機関

妊娠中の患者を紹介された場合　基本３月に１回、例外あり（上記）

診療状況を示す文書の記載事項

歯科診療所
（特連届出医療機関を除く）

初診料＋特または
特導＋特地100点

特連の届出医療機関

　地域包括診療加算、地域包括診療料、小児かかりつけ
診療料、在宅時医学総合管理料・施設入居時等医学総合
管理料（在宅療養支援診療所または在宅療養支援病院に
限る）

［かかりつけ医機能を有する医科医療機関］

　診療情報提供料Ⅲの名称が連携強化診療情報提供料
に変更された。また算定単位がかかりつけ医機能を有す
る医科の保険医療機関から紹介された患者については３
月に1回から月1回に変更された。
　なお、別の保険医療機関から紹介された妊娠中の患者
については従来どおり3月に1回算定する。また産科もしく
は産婦人科を標榜する保険医療機関から、妊娠中の患者
を紹介され、頻回の情報提供を認める場合は月1回算定
できる取扱いに変更はない。

・患者の氏名、生年月日、連絡先
・診療情報の提供先保険医療機関名
・診療の方針、患者への指導内容、検査結果、投薬内容その他
　の診療状況の内容
・診療情報を提供する保険医療機関名および担当医氏名

［変更点］

かかりつけ医機能を有す
る医療機関が患者を紹介
し、診療状況を照会

特または特導の算定患者
を特連届出医療機関に文
書提供の上紹介

施設基準
「歯科医療を担当する診療
所である保険医療機関」

初診料＋特175点または
特導250点＋特連150点

施設基準
「歯科医療を担当する保
険医療機関」

紹介元の求めに応じ情報
提供150点算定

紹介元の求めに応じ情報
提供150点算定

特または特導の算定患者
を歯科診療所に文書提供
の上紹介




